
令和３年度事務事業評価シート

令和３年11月　日作成

款 項 目 年度

１　事業概要（令和３年度）

２　実施結果 (単位　円）

SDGsとの関連
該当なし

9ｲﾝﾌﾗ等

○ ○

1貧困

10不平等

2飢餓 3保健 4教育 5ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 6水・衛生 7ｴﾈﾙｷﾞｰ 8経済成長と雇用

11都市 12生産と消費 13気候変動 14海洋資源 15陸上資源 16平和 17実行手段

成果指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和元年度 令和２年度 目標値

15,544,890

活動指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和元年度 令和２年度 目標値

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他特定財源

一般財源 11,721,654 8,069,048 15,544,890

財源合計 11,721,654 8,069,048

8,069,048 15,544,890

会計年度任用職員等

事業費 11,572,000 7,925,500 15,400,000

総合計画との関係 基 本 目 標 政 策 分 野 主 要 施 策 細 施 策

内　　容
源泉の改修
老朽化したコンプレッサーの更新

コ
ス
ト

区  分 令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（見込）

人
件
費

常勤職員 149,654

人件費合計 149,654 143,548 144,890

143,548 144,890

総事業費 11,721,654

魅力と活力にあふれ
にぎわいのあるまちづ
くり

観光の振興 温泉 温泉資源の適正
管理

町営温泉集中管理の
推進・効率的な企業
経営

関 連 する 個 別 計 画

Ｐ37 1 Ⅰ ２ （１） ①

事 業 番 号 担 当 課 等 温泉課

事 務 事 業 名 源泉設備事業

会計 01 01 03 事 業 開 始 年 度 平成 11予 算 科 目 コ ー ド

目　　的 老朽化した源泉施設の維持管理を計画的に行い、安定供給に努めるもの。

対　　象 町温泉事業

ゆがわら2021プラン
前 期 基 本 計 画

温泉課（源泉設備事業)



３　令和２年度までの事業分析及び改善点

４　見直し及び改善

５　一次評価（令和４年度以降の方向性に対する評価）

６　財政・計画推進の視点からの所見（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

７　二次評価（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

老朽化した源泉施設から順次、定期的・計画的に更新する。

令和４年度以降の
方向性

老朽化した源泉施設の維持管理を定期的・計画的に行い、安定供給に努める。

総 合 評 価 継続（現状維持）
老朽化した源泉施設の維持管理を定期的・計画
的に行い、安定供給に努めること。

総 合 評 価 継続（現状維持）

令和３年度の見直し
及び改善

（実績または予定）

評　価　　５段階とその理由を記入（５：高い　４：やや高い　３：普通　２：やや低い　１：低い）

必　要　性 町が実施する必要があるのか 5
町所有源泉から揚湯するためには、源泉設備の維持
管理及び更新が必要不可欠である。

効　率　性

類　似　性

投入した費用に見合った効果
が得られているか
他事業との類似はないか

5
老朽化した源泉施設を定期的・計画的に更新するこ
とにより、漏湯等の事故を未然に防ぎ、温泉の安定
供給が図られている。

有　効　性
事業の目的に対して成果が得
られているか 5

漏湯等の事故を未然に防ぎ、温泉の安定供給が図
られている。

公　平　性
事業の目的に対して受益の機
会が均等か 5

町温泉施設から配湯を受けることは、受益機会均等
である。

令 和 ２ 年 度 ま で の
自 己 評 価 ま た は

改 善 点
老朽化した源泉施設から順次、定期的・計画的に更新してきた。

委託・指定管理導入
の可能性 1

評価　　４区分とその理由を記入（１：可能　２：どちらともいえない　３：不可能　９：既に実施済み）

温泉事業の全体又は施設の維持管理等の部分的な業務について第三者
委託は可能ではあるが、費用等を含め検討する必要があり導入には至って
いない。

温泉課（源泉設備事業)



令和３年度事務事業評価シート

令和３年11月　日作成

款 項 目 年度

１　事業概要（令和３年度）

２　実施結果 (単位　円）

成果指標 指標設定の理由・考え方 令和元年度 令和２年度 目標値

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

一般財源 2,349,654 638,548 1,794,890

財源合計 2,349,654 638,548 1,794,890

その他特定財源

活動指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和元年度 令和２年度 目標値

事業費 2,200,000 495,000 1,650,000

内　　容 集湯ポンプ所ポンプの改修

コ
ス
ト

区  分 令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（見込）

人
件
費

常勤職員 149,654

人件費合計 149,654 143,548 144,890

総事業費 2,349,654 638,548 1,794,890

143,548 144,890

会計年度任用職員等

目　　的
　老朽化した流入施設の改修を行い、漏湯事故を未然に防ぐとともに安定供給に努
めるもの。

対　　象 町温泉事業

13気候変動 14海洋資源 15陸上資源 16平和 17実行手段 該当なし

関 連 する 個 別 計 画

SDGsとの関連

1貧困 2飢餓 3保健 4教育 5ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 6水・衛生 7ｴﾈﾙｷﾞｰ 8経済成長と雇用 9ｲﾝﾌﾗ等

○ ○

10不平等 11都市 12生産と消費

ゆがわら2021プラン
前 期 基 本 計 画

魅力と活力にあふれ
にぎわいのあるまちづ
くり

観光の振興 温泉 温泉資源の適正
管理

町営温泉集中管理の
推進・効率的な企業
経営

Ｐ37 1 Ⅰ ２ （１） ①

総合計画との関係 基 本 目 標 政 策 分 野 主 要 施 策 細 施 策

予 算 科 目 コ ー ド 会計 01 01 03

事 業 番 号 担 当 課 等 温泉課

事 務 事 業 名 流入設備事業

事 業 開 始 年 度 平成 11

温泉課（流入設備事業) 



３　令和２年度までの事業分析及び改善点

４　見直し及び改善

５　一次評価（令和４年度以降の方向性に対する評価）

６　財政・計画推進の視点からの所見（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

７　二次評価（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

総 合 評 価 継続（現状維持）

令和３年度の見直し
及び改善

（実績または予定）
老朽化した流入施設から順次、定期的・計画的に更新する。

令和４年度以降の
方向性

老朽化した流入施設の維持管理を定期的・計画的に行い、安定供給に努める。

総 合 評 価 継続（現状維持）
老朽化した流入施設の維持管理を定期的・計画
的に行い、安定供給に努めること。

令 和 ２ 年 度 ま で の
自 己 評 価 ま た は

改 善 点
老朽化した流入施設から順次、定期的・計画的に更新した。

評価　　４区分とその理由を記入（１：可能　２：どちらともいえない　３：不可能　９：既に実施済み）

委託・指定管理導入
の可能性 1

温泉事業の全体又は施設の維持管理等の部分的な業務について第三者
委託は可能ではあるが、費用等を含め検討する必要があり導入には至って
いない。

有　効　性
事業の目的に対して成果が得
られているか 5

漏湯等の事故を未然に防ぎ、温泉の安定供給が図
られている。

公　平　性
事業の目的に対して受益の機
会が均等か 5

町温泉施設から配湯を受けることは、受益機会均等
である。

評　価　　５段階とその理由を記入（５：高い　４：やや高い　３：普通　２：やや低い　１：低い）

必　要　性 町が実施する必要があるのか 5
温泉を町管理の本管へ流入するためには、流入設
備の維持管理及び更新は必要不可欠である。

効　率　性

類　似　性

投入した費用に見合った効果
が得られているか
他事業との類似はないか

5
老朽化した温泉施設を定期的・計画的に更新するこ
とにより、漏湯等の事故を未然に防ぎ、温泉の安定
供給が図られている。

温泉課（流入設備事業) 



令和３年度事務事業評価シート

令和３年11月　日作成

款 項 目 年度

１　事業概要（令和３年度）

２　実施結果 (単位　円）

事 業 番 号 担 当 課 等 温泉課

事 務 事 業 名 送湯及び給湯設備事業

事 業 開 始 年 度 平成 11

総合計画との関係 基 本 目 標 政 策 分 野 主 要 施 策 細 施 策

予 算 科 目 コ ー ド 会計 01 01 03

ゆがわら2021プラン
前 期 基 本 計 画

魅力と活力にあふれ
にぎわいのあるまちづ
くり

観光の振興 温泉 温泉資源の適正
管理

町営温泉集中管理の
推進・効率的な企業
経営

Ｐ37 1 Ⅰ ２ （１） ①

関 連 する 個 別 計 画

SDGsとの関連

1貧困 2飢餓 3保健 4教育 5ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 6水・衛生 7ｴﾈﾙｷﾞｰ 8経済成長と雇用 9ｲﾝﾌﾗ等

○ ○

10不平等 11都市 12生産と消費 13気候変動 14海洋資源 15陸上資源 16平和 17実行手段 該当なし

目　　的 老朽化した送湯及び給湯設備を計画的に改修するもの。

対　　象 町温泉事業

内　　容
配湯管の改修
送湯ポンプの改修
貯湯槽の改修

コ
ス
ト

区  分 令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（見込）

人
件
費

常勤職員 448,964

人件費合計 448,964 430,646 463,648

総事業費 8,503,964 8,350,646 17,533,648

430,646 463,648

会計年度任用職員等

事業費 8,055,000 7,920,000 17,070,000

活動指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和元年度 令和２年度 目標値

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

一般財源 8,503,964 8,350,646 17,533,648

財源合計 8,503,964 8,350,646 17,533,648

その他特定財源

成果指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和元年度 令和２年度 目標値

温泉課（送湯及び給湯設備事業) 



３　令和２年度までの事業分析及び改善点

４　見直し及び改善

５　一次評価（令和４年度以降の方向性に対する評価）

６　財政・計画推進の視点からの所見（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

７　二次評価（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

評　価　　５段階とその理由を記入（５：高い　４：やや高い　３：普通　２：やや低い　１：低い）

必　要　性 町が実施する必要があるのか 5
温泉を、送配湯管を経由し配湯先まで配湯するため
には、送配湯管の維持管理及び更新は必要不可欠
である。

効　率　性

類　似　性

投入した費用に見合った効果
が得られているか
他事業との類似はないか

5
老朽化した温泉施設を定期的・計画的に更新するこ
とにより、漏湯等の事故を未然に防ぎ、温泉の安定
供給が図られている。

令 和 ２ 年 度 ま で の
自 己 評 価 ま た は

改 善 点
老朽化した送配湯施設から順次、定期的・計画的に更新した。

評価　　４区分とその理由を記入（１：可能　２：どちらともいえない　３：不可能　９：既に実施済み）

委託・指定管理導入
の可能性 1

温泉事業の全体又は施設の維持管理等の部分的な業務について第三者
委託は可能ではあるが、費用等を含め検討する必要があり導入には至って
いない。

有　効　性
事業の目的に対して成果が得
られているか 5

漏湯等の事故を未然に防ぎ、温泉の安定供給が図
られている。

公　平　性
事業の目的に対して受益の機
会が均等か 5

町温泉施設から配湯を受けることは、受益機会均等
である。

総 合 評 価 継続（現状維持）

令和３年度の見直し
及び改善

（実績または予定）
老朽化した送配湯施設から順次、定期的・計画的に更新する。

令和４年度以降の
方向性

老朽化した送配湯施設の維持管理を定期的・計画的に行い、安定供給に努める。

総 合 評 価 継続（現状維持）
老朽化した送配湯施設の維持管理を定期的・計
画的に行い、安定供給に努めること。

温泉課（送湯及び給湯設備事業) 



令和３年度事務事業評価シート

令和３年11月　日作成

款 項 目 年度

１　事業概要（令和３年度）

２　実施結果 (単位　円）

事 業 番 号 担 当 課 等 温泉課

事 務 事 業 名 固定資産購入事業

事 業 開 始 年 度 平成 11

総合計画との関係 基 本 目 標 政 策 分 野 主 要 施 策 細 施 策

予 算 科 目 コ ー ド 会計 01 01 03

ゆがわら2021プラン
前 期 基 本 計 画

魅力と活力にあふれ
にぎわいのあるまちづ
くり

観光の振興 温泉 温泉資源の適正
管理

町営温泉集中管理の
推進・効率的な企業
経営

Ｐ37 1 Ⅰ ２ （１） ①

関 連 する 個 別 計 画

SDGsとの関連

1貧困 2飢餓 3保健 4教育 5ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 6水・衛生 7ｴﾈﾙｷﾞｰ 8経済成長と雇用 9ｲﾝﾌﾗ等

○ ○

10不平等 11都市 12生産と消費 13気候変動 14海洋資源 15陸上資源 16平和 17実行手段 該当なし

目　　的 源泉用地等及び機械等の固定資産の購入

対　　象 町温泉事業

内　　容
源泉用地等施設の購入
機械及び備品ほか購入

コ
ス
ト

区  分 令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（見込）

人
件
費

常勤職員 149,654

人件費合計 149,654 143,548 289,780

総事業費 4,369,684 17,757,688 45,419,780

143,548 289,780

会計年度任用職員等

事業費 4,220,030 17,614,140 45,130,000

活動指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和元年度 令和２年度 目標値

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

一般財源 4,369,684 17,757,688 45,419,780

財源合計 4,369,684 17,757,688 45,419,780

その他特定財源

成果指標 指標設定の理由・考え方 単位 令和元年度 令和２年度 目標値

温泉課（固定資産購入事業) 



３　令和２年度までの事業分析及び改善点

４　見直し及び改善

５　一次評価（令和４年度以降の方向性に対する評価）

６　財政・計画推進の視点からの所見（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

７　二次評価（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

評　価　　５段階とその理由を記入（５：高い　４：やや高い　３：普通　２：やや低い　１：低い）

必　要　性 町が実施する必要があるのか 5

温泉を配湯先まで配湯するためには、施設の固定資
産の維持管理及び更新は必要不可欠である。また、
源泉用地等施設の購入により、経営効率を高め、温
泉資源保護を進めることができる。

効　率　性

類　似　性

投入した費用に見合った効果
が得られているか
他事業との類似はないか

5
源泉用地等施設の取得や温泉施設の固定資産を定
期的・計画的に更新することにより、漏湯等の事故を
未然に防ぎ、温泉の安定供給が図られている。

令 和 ２ 年 度 ま で の
自 己 評 価 ま た は

改 善 点

老朽化した固定資産から順次、定期的・計画的に更新した。また、1件の源泉用地の
購入を行った。

評価　　４区分とその理由を記入（１：可能　２：どちらともいえない　３：不可能　９：既に実施済み）

委託・指定管理導入
の可能性 1

温泉事業の全体又は施設の維持管理等の部分的な業務について、第三
者委託は可能ではあるが、費用等を含め検討する必要があり導入には至っ
ていない。

有　効　性
事業の目的に対して成果が得
られているか 5

漏湯等の事故を未然に防ぎ、温泉の安定供給が図
られている。

公　平　性
事業の目的に対して受益の機
会が均等か 5

町温泉施設から配湯を受けることは、受益機会均等
である。

総 合 評 価 継続（現状維持）

令和３年度の見直し
及び改善

（実績または予定）
老朽化した固定資産から順次、定期的・計画的に更新する。

令和４年度以降の
方向性

老朽化した固定資産の維持管理を定期的・計画的に行い、安定供給に努める。
温泉資源保護と経営効率を高めることが可能な源泉用地等施設の購入を検討して
いく。

総 合 評 価 継続（現状維持）
老朽化した固定資産の定期的・計画的な更新及
び購入を検討し、安定供給に努めること。

温泉課（固定資産購入事業) 


